
基本区内のガイドシリーズ(東北林木育種場)

次世代の精英樹を選技するための

集団をつくる試み

昨年7月に盛岡市で開催された林木育種事業推

進東北地区協議会で,前国立林業試験場造林部長

の戸田良吉博士が「将来世代の育種」について講

演された。同博士は,現実の採種園ではクローン

の着花能力に大きな差があり少数家系が集中的に

生産されることを指摘し,このことは採種園のク

ローン数の不足とともに集団の近交度を大きくし

遺伝変動量を減少させるので,将来にわたって育

種の進歩を高く保つために,第2次以降の改良

は,できる限り多くの精英樹クローン間の人工交

配家系で選抜対象集団をつくる必要があることを

力説された。
そしてそのための交配設計のヒナ型

をいくつか示されたことは,会議参加者の記憶に

新しいことと思う。

また,「林木の育種」最近号(No.111)に

は,育種集団林に関する考え方が特集的に掲載さ

れている。

次世代の精英樹を選抜するための集団(育種集

団林)をつくる事業がスタートしたわけではない

が,これを具体化するためには,なお補完すべき

調査研究データを必要とするので,当場では,目

的を達したアカマツの次代検定用採種園を使用し

て比較的規模の大きい交配を実施し,育種集団林

をつくるための準備作業を開始した。

育種集団林の必要性および選抜理論については

前述の「林木の育種NO.111」にゆずることと

し,具体的交配内容についてご紹介する。

1,交配計画

これまでの考えでは,使用クローン数は育種区

あたり200～300を必要とするが,初回の交配計画でもあるので,まず,東部育種区の国有林および

民有林から選抜されたアカマツの全精英樹101本

を対象にすることとした。

しかし,この中にも,

末収集のもの1クローン,採種木本数が2本以下

のもの8クローン,これまでに着果が認められな

いか着果してもごく僅かで交配に供し得ないもの

3クローン,どの次代検定林でも成績の芳しくな

いもの5クローン,計17クローンがあったので,

これらを除き,残りの84クローンを供試した。
交配設計は,表-1に示すように,4クローン

を1交配群とした自殖ぬき片面ダイアレルであ

る。 交配組合せ数は,1交配群に6組合せがで

き,交配群が21あるので,合計126となった。

交配群は,同じ検定区から選抜された精英樹で

構成することを基本とした。 但し,同一林分ある

いは同一地区(町村の大字を単位とする)から選

抜されたもの,或は過去の造林記録から同じ苗畑

に由来することがはっきりしていて,しかも同じ

齢級に属しているもの等は,それぞれ別の交配群

に編入された。
交配規模は1交配組合せあたりの山行苗木が最

表-1分断ダイアレル型交配設計の1例(戸田.1979)



低1,000本生産できるようにした。 これを,当場

が今までに実行してきたアカマツ人工交配の実績

から求めた下記の基礎数値で除し,必要な雌花数

を算出した。

種子からの山行得苗率--……65%

1交配球果あたりの種子数-30粒

結果率-・…-…・…・…-…-75%

したがって,

山行苗木雌花敷結果串種子歓得苗率
1,000-ｘ×0.75×30×0.65

から,必要雌花数*-1000÷(0.75×30×0,65)≒

70となり,1交配組合せあたり約70個の雌花が必

要となった。

交配袋数は,できるだけ1袋に雌花2個を入れ

ることにして,1交配組合せあたり35～40袋とし

た。全体規模の予想は5,000袋であった。

2. 交配の実行

一連の交配作業を7名の職員で実行することと

し,それぞれ連続する3つの交配群(例:1-4,

5-8,9-12等で,1つの交配群に6組合せが

できるので,合計18組合せ)を担当した。

マツ類の雌花はその年に伸びた枝の先端につく

ので,外観でわかるようになるのは枝がかなり伸

びてからである。盛岡周辺では,平年だと5月20

日前後である。したがって,交配に先立って,計

画どおりの交配組合せが可能かどうか,クローン

ごとに着花量を調べる必要があった。

実際に花芽を調査して見ると,変更せざるを得

ない組合せがいくつか生じた。 それは,2組合せ

を計画したが雌花が1組合せ分しかないとか,3

組合せの花粉親に指定したが2組合せ分の花粉量

しか得られる見通しがない等の問題が生じたため

である。しかし,これらの問題は,各人の担当す

る3つの交配群について,まず群内での調整をお

こない,さらに群間で一部クローンの入れ替えを

おこなうことによって切り抜けられたので,交配

計画全体には支障をきたさなかった。 比較的うま

く進んだ理由の一つは,花粉親となる63クローン

のうち,53クローンについて,前年に花粉を採集

しておいたことである。

〔袋かけ〕交配袋は長さ13cm,幅7cmで,パラ

フィン紙とセロファン紙の二重袋で,今年伸びた

枝の先端部に袋かけを行った。 この方法は,枝の

伸長につれて袋がもち上がるので,枝が正常に伸

び,袋内の雌花が傷められることが少ない。 ま

た,袋が小さいので注入花粉も効率よく受粉され

るようである。

〔花粉採集〕今年は開花が異常に遅れ,6月1

日から雄花を採取したもので初めて花粉採集が可

能であった。5月29日～30日に雄花を採取したも

のは失敗した。花粉採集は,小枝つき雄花をセロ

ファン袋に入れ密閉し,ガラス室内に吊して開花

させて行った。組合せによっては,雌花と雄花の

開花期に5～6日の差が見られるものがあるの

で,受粉を適期におこなうためには,貯蔵花粉を

用意することが不可欠のようである。

〔受粉〕必要量の花粉が用意できれば受粉作業

は比較的困難なく実行できる。 但し,クローンに

よって雌花の開花期がずれるので,常に観察し,



クローンごとに適期におこなうことが必要であ

る。今年の場合は,6月4日から始め,9日まで

に2回の受粉をおこなった。

〔実行結果〕最終的な結果は,来年の秋を待た

なければならないが,交配実行結果の一部と全体

規模を示すと表-2のようになる。 担当者一人で

約860枚の袋かけ,9クローンの花粉採集(失敗

を予想し来年の花粉も採集),2回の受粉作業を

こなしたことになる。着花量の調査から始まって

2回目の受粉作業が終るまでに18日間を要した

が,ほとんど現場にはりつく毎日であった。

3. あとがき

今年の試みは,実際にどの程度の作業をこなし

得るのかを含めて一連の交配作業を検討するた

め,7名の職員で実行した。最も苦労したことは

交配組合せ表と着花量の不一致による交配組合

せの修正と花粉の採集であった。

計画された交配組合せ表を埋めるためには,供

試クローンの着花特性,開花特性を事前に十分把

握しておくことが必要である。 また,必要量の花

粉は前年に準備しておかなければならない。 これ

らの準備ができておれば,一人について1.000枚

程度の袋数を処理することは困難ではない。

今回の紹介は交配計画,交配内容に終ったが,

育種集団林の造成にあたっては,造成規模,設定

場所,設定方法,管理問題,利用方法など多くの

問題がある。これらについては次の機会にゆずる

ことにする。

(育種課長三上進)

東北育種基本区各機関の人の動き

昨年5月,73号で,当育種基本区内の各機関における育種関係者をご紹介いたしましたが,その後,多

くの方々が替わられました。各機関ごとの,その後の人事異動は次のとおりですからお知らせします。

(機関および役職名)

青森営林局

造林課長補佐

種苗係長

種苗係

(新)(旧)

樋口義男菊谷謙三

柴田三郎高橋俊一

松舘敬高根昭三

宮城県

水産林業部次長小林基八菊田信男

森林造成課造林係芳賀俊郎中鉢翼

林業試験場育種科長加藤悟郎三島久志

秋田営林局

経営部長

造林課長秋田県

林業センター所長

育種部長

小山信二小瀬川秀次

関和彦白浜隆久

宮腰新市郎大塚勇

筒井吉金高橋利活

山形県

農林水産部長池内公男吉田劼夫

林業課環境緑化係長佐々木恵治紺野陽一

(機関および役職名) (新)　　(旧)

林木育種場種苗緑化係長

加藤益之助　佐藤次衛

前橋営林局

経営部長

造林課長

新潟県

治山課長

副参事

緑化係

藤沢秀夫小松新平

高橋邦夫浅田和男

山本幸保阿部正博

田中公喜樋口広衛

皆川紀夫中村恵一

東北林木育種場

業務課長木立清英遠藤正彦

育種課調査指導係長石井正気(兼)野口常介

業務課経営係

同奥羽支場

奥羽支場長

庶務課長

労務厚生係長

高橋桂一　　川内光彦

仁科芳文　　仁科　健

九島孝一　　土屋悦郎

石郷岡義隆　金谷光五郎



ジベレリンの処理時期がスギ花芽の

耐凍度に及ぼす影響

寺　田　貴英雄

スギ採種園での寒さによる被害は,樹木の生長

にほとんど支障がない場合でも花芽が凍死してい

る例が多く,スギの枝葉はl25℃くらいまで耐え

ると言われているが,これに比べて花芽の耐凍度

はかなり低いものと考えられる。 また,遅い時期

のジベレリン処理が花芽の耐凍度増大に影響を及

ぼしているものと考えられるので,この報告では

ジベレリンの処理時期を変えて着花させ,それら

の自然条件下における凍害と人為的に凍結させた

際の耐凍度を調べたものである。
材料は,東北林木育種場内に1962年に植栽され

たスギ採種園に含まれている2クローンを2個体

ずつ用いて,地上1.5～3.0mにある主枝にジベレ

リン顆粒5mgを埋め込んで着花させた。ジベレリ

ン処理は1977年6月10日,7月4日,7月23日,

8月19日の4時期とした。
これら雌雄花芽の凍害

調査は11月～翌年2月の期間に4回行った。

自然条件下での凍害については,雌雄花芽の着

生している約20cmの小枝を採取し,水さしして10

℃～25℃の保温器内に3～4週間置いた後,切断

して肉眼またはルーぺで被害を観察した。 その結

果は図一1及び2に示したとおりである。 11月1

日に採取したものの凍害発生率は6月10日処理と

7月4日処理が雌雄花芽とも被害が少なく10%以

内であったのに比べて,7月23日処理では被害が

著しく増加して,雌花芽が34%,雄花芽が52%

であった。さらに8月19日処理では雌雄花芽とも

100％被害をうけた。 また,その後の調査時期で

は処理時期が早いものも遅いものも被害は増加し

たが,その傾向は同じであった。 このように遅い

時期にジベレリン処理した雌雄花芽は著しく耐凍

度が低いために越冬初期ですでに枯死するものが

多い。従って,凍害の予想される地方のジベレリ

ン処理は6月下旬～7月上旬に行われるべきであ

る。

凍結実験は雌雄花芽の着生した約20cmの小枝を

ポリ袋に入れて,-4℃～-5℃間隔に3段階の

温度でそれぞれ16時間ずつ凍結させた後,前述し

た方法によって被害を観察した。 その結果は,雌

雄花芽とも-15℃に耐えるものはあったが,いず

れのジベレリン処理時期のものも-20℃には耐え

なかった。このように雌雄花芽の耐凍度は-15℃

位で,枝葉に比べて-5℃～10℃低いものと考え

られるので-15℃を越す低温がある場合には激

害になることが予想される。 今後,スギ採種園用

地の選定条件として最低気温が-15℃以下になる

ような場所は避けるべきである。

(詳細は「林木の育種」1979年特別号に掲載)


